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2〜3 関西知夫会・知夫村成人式
4 決算報告・職員の給与等報告
5 議会だより
6 教育委員会だより／建設課だより
7 ホテル知夫の里通信／新しい先生の紹介
8 ふるさとで暮らしませんか
9 Iターン紹介／ふるさと知夫寄附金のお礼

10 夏から秋  知夫のできごと
11 こんにちは～番頭です／戸籍コーナー
12 村の暮らしとぬくもり

小中学校音楽会
中学生男子の勇壮な皆一太鼓から始まった小中学校音楽会。
46名の歌声と奏でる楽器の音が聴いている人たちを心地よ
くしてくれました。「ちぶりの子だけんこそ、こげして、みん
なで歌うだわい」と囁く声。こどもたちは知夫の宝物です。小さな島  みなファミリー  知夫里島
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今
回
の
関
西
知
夫
会
総
会
は
、
十

月
二
十
五
日
（
日
）
ホ
テ
ル
コ

ム
ズ
大
阪
（
大
阪
市
北
区
）
で
開
催
し

ま
し
た
。
数
え
て
三
十
八
回
目
と
な
る
。

宿
初
代
会
長
を
は
じ
め
、
こ
れ
ま
で
知

夫
会
の
運
営
に
携
わ
っ
て
こ
ら
れ
た
多

く
の
み
な
さ
ん
に
、
改
め
て
感
謝
申
し

あ
げ
ま
す
。

今
年
の
総
会
は
大
盛
況
で
し
た
。
こ

れ
ま
で
何
回
も
知
夫
会
に
参
加
し
て
い

ま
す
が
、
今
回
の
よ
う
に
盛
り
上
が
っ

た
総
会
は
初
め
て
で
し
た
。
故
郷
か
ら
、

矢
田
村
長
を
は
じ
め
十
三
名
の
皆
様
が

出
席
し
て
い
た
だ
い
た
お
蔭
で
す
。
特

に
隠
岐
民
謡
は
大
好
評
で
、
あ
ざ
み
会

の
み
な
さ
ん
の
出
演
に
よ
り
、
華
や
か

な
舞
台
と
な
り
ま
し
た
。
中
で
も
、
次

か
ら
次
に
登
場
す
る
歌
と
踊
り
の
飛

び
入
り
に
賞
賛
の
声
が
寄
せ
ら
れ
、
こ

れ
こ
そ
が
知
夫
会
の
特
徴
で
あ
り
、
家

族
的
と
評
価
さ
れ
る
所
以
と
思
い
ま
し

た
。
来
賓
と
し
て
参
列
し
て
い
た
だ
い

た
、
尼
崎
島
根
県
人
会
の
会
長
さ
ん
、

関
西
隠
岐
人
会
の
役
員
の
皆
様
、
そ
し

て
、
N
H
K
朝
の
連
続
ド
ラ
マ
だ
ん
だ

ん
の
ス
タ
ッ
フ
の
み
な
さ
ん
に
も
大
い

に
楽
し
ん
で
い
た
だ
け
た
の
で
は
な
い

か
と
思
い
ま
す
。

今
回
の
総
会
は
、
合
計
百
十
七
名
の

参
加
が
あ
り
ま
し
た
。
今
回
の
特
徴
は
、

初
め
て
参
加
さ
れ
た
方
が
多
か
っ
た
こ

と
で
、
こ
れ
は
、
知
夫
か
ら
出
席
し
て

い
た
だ
い
た
み
な
さ
ま
の
同
級
生
、
親

戚
等
の
み
な
さ
ん
が
多
数
参
加
し
て
い

た
だ
い
た
こ
と
に
よ
る
も
の
だ
と
思
い

関
西
知
夫
会
総
会
の
開
催
結
果
に
つ
い
て

関西知夫会会長

井田　進
（62歳）

第
38
回

ま
す
。

こ
の
よ
う
に
、
故
郷
知
夫
か
ら
の
出

席
は
、
知
夫
会
の
参
加
に
大
き
く
影
響

し
、
ま
た
、
知
夫
村
と
出
郷
者
と
の
交

流
の
輪
を
広
げ
る
こ
と
に
つ
な
が
る
と

思
い
ま
す
。
こ
の
輪
の
広
が
り
こ
そ
が
、

知
夫
会
の
大
き
な
目
的
の
一
つ
で
も
あ

る
と
思
う
の
で
、
今
後
も
知
夫
か
ら
の

出
席
を
是
非
お
願
い
し
た
い
と
考
え
て

い
ま
す
。

た
だ
、
我
々
と
し
て
も
知
夫
村
だ
け

に
頼
っ
て
ば
か
り
い
る
訳
に
は
い
か
な

い
の
で
、
知
夫
会
と
し
て
も
、
故
郷
知

夫
の
た
め
に
少
し
で
も
お
役

に
立
ち
た
い
と
常
々
考

え
て
い
ま
す
。
そ
の

よ
う
な
思
い
も
あ

っ
て
、
今
回
の
総

会
は
、
ふ
る
さ
と

納
税
と
定
住
促

進
に
つ
い
て
会
員

の
皆
様
に
お
願
い

し
ま
し
た
。
特
に
、

ふ
る
さ
と
納
税
に
つ
い
て
は
、
知
夫
村

を
直
接
支
援
す
る
一
つ
の
方
策
で
す
の

で
、
本
広
報
誌
を
読
ん
で
い
た
だ
い
て

い
る
出
郷
者
の
皆
様
に
も
是
非
ご
協
力

お
ね
が
い
し
ま
す
。
来
年
の
総
会
も
、

十
月
三
十
一
日
（
日
）
に
今
年
と
同
じ

場
所
で
開
催
予
定
で
す
。
来
年
も
本
年

同
様
に
楽
し
い
総
会
に
し
た
い
と
考
え

て
お
り
ま
す
の
で
、
同
級
生
を
始
め
友

人
、
知
人
等
を
お
誘
い
の
上
、
是
非
ご

参
加
下
さ
い
。
お
待
ち
し
て
お
り
ま
す
。

8月14日にふるさとで成人式があり、 数年

ぶりに同級生8人が揃いました。 当日は海上

保安庁による巡視船の体験航海やサプライ

ズゲストとして恩師の吉谷先生も登場し、 短

い時間ではありましたが楽しいひとときを過

ごし、 故郷である知夫里に育ってよかったな

と再認識しました。 またこの機会をいかして

みんなと再会出きる日を楽しみにしています。

この場をかりて、 数ヶ月前からこの成人式

の計画をたてて下さった皆様に感謝いたしま

す。 本当にありがとうございました。

新成人代表　田上　遼

出席者　 金﨑　光　  西村　悠　  宮岡由衣　  藤井孝壮
　　　　 田原正裕　  加藤朝日　  田上　遼　  並河真和　前列
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役
場
に
入
っ
て
三
十

六
年
、
初
め
て
知
夫
会

に
出
席
さ
せ
て
い
た
だ

き
ま
し
た
。
こ
れ
ま
で

の
こ
と
や
他
の
知
夫
人
会
の
こ
と
は
よ
く

分
か
り
ま
せ
ん
が
、
今
回
知
夫
か
ら
、
矢
田

村
長
、
徳
田
議
長
、
隠
木
教
育
長
、
井
尻
副

議
長
、
崎
山
定
住
委
員
、
﨑
ホ
テ
ル
支
配
人
、

ア
ザ
ミ
会
か
ら
三
味
線
並
河
広
忠
、
山
本
修

司
、
唄
、
並
松
剛
隆
、
踊
り
、
仲
と
き
子
、

金
﨑
朝
香
、
松
下
絹
衣
そ
し
て
私
、
福
山
の

総
勢
十
三
名
の
大
人
数
で
、
十
月
二
十
五
日

に
大
阪
で
開
催
さ
れ
た
関
西
知
夫
会
に
出

席
し
ま
し
た
。
当
日
の
出
席
者
総
数
百
十
七

名
、
久
し
振
り
に
出
会
う
な
つ
か
し
い
顔
や

何
か
見
た
こ
と
の
あ
る
顔
だ
な
あ
～
た
ぶ

ん
○
○
地
区
の
あ
す
こ
の
家
の
人
か
な
あ

～
と
言
う
よ
う
な
大
半
を
占
め
る
緒
先
輩

方
の
他
、
同
級
生
や
兄
姉
も
来
て
い
て
各
テ

ー
ブ
ル
ご
と
に
皆
そ
れ
ぞ
れ
積
も
る
話
に

花
が
咲
い
て
い
る
様
子
で
し
た
。

第
一
部
の
井
田
会
長
を
は
じ
め
来
賓
挨
拶

等
が
終
わ
り
、
第
二
部
が
始
ま
る
と
皆
様
お

待
ち
兼
ね
の
ア
ザ
ミ
会
を
中
心
と
し
た
隠
岐

民
謡
パ
レ―

ド
に
飛
び
入
り
の
唄
や
踊
り
も

出
て
大
盛
況
、
そ
し
て
締
め
は
恒
例
と
な
っ

て
い
る
ら
し
い
盆
踊
り
で
、又
々
、大
盛
況
。同

級
生
や
知
り
合
い
に
感
想
を
聞
い
た
ら
「
今

ま
で
で
一
番
良
か
っ
た
、
こ
ん
な
会
な
ら
来
年

は
も
っ
と
人
が
増
え
る
だ
ろ
う
し
若
い
人
も

来
る
ん
じ
ゃ
な
い
か
な
あ
」
と
の
言
葉
を
も

ら
い
、我
々
知
夫
宣
伝
隊
一
行
も
楽
し
く
過
ご

し
ま
し
た
。
最
後
に
な
り
ま
し
た
が
、知
夫
会

役
員
の
皆
様
、
大
変
お
世
話
に
な
り
ま
し
た
。

関
西
知
夫
会
に
出
席
し
て

福
山
孝
行
（
地
域
振
興
課
）

写
真
撮
影
者　

浪
花
良
夫

関
西
知
夫
会
に
集
ま
れ
！

●
平
成
22
年
度
関
西
知
夫
会
総
会

10
月
31
日
㈰　
午
前
11
時
30
分
〜

ホ
テ
ル
コ
ム
ズ
大
阪
（
大
阪
市
北
区
）
で
開
催

　

関
西
知
夫
会
事
務
局
連
絡
先

：

仲
濱
千
佳
司

電
話 

０
９
０
─

１
４
８
４
─

１
２
２
６

平
成
二
十
一
年
の
知
夫
村
成
人

式
が
八
月
十
四
日
に
知
夫
中

学
校
卒
業
生
男
女
八
名
が
出
席
し

て
知
夫
村
役
場
で
行
な
わ
れ
ま
し

た
。
当
日
は
村
を
代
表
し
て
村
長
か

ら
「
知
夫
村
は
皆
さ
ん
に
と
っ
て
生

ま
れ
育
ち
、
学
ん
だ
ふ
る
さ
と
で
す
。

皆
様
の
中
に
は
立
派
な
職
業
人
と
し

て
実
社
会
で
活
躍
さ
れ
て
い
る
方
、

ま
た
学
校
で
勉
学
に
専
念
さ
れ
て
い

る
方
も
い
る
と
思
い
ま
す
が
、
時
々

こ
の
知
夫
村
を
思
い
出
し
て
下
さ

い
。
そ
し
て
、
願
わ
く
ば
こ
の
中
か

ら
知
夫
村
を
元
気
に
す
る
た
め
こ
の

島
に
帰
っ
て
き
て
、
島
づ
く
り
を
手

伝
っ
て
く
だ
さ
い
。」（
抜
粋
）
と
式

辞
が
あ
り
ま
し
た
。

　

式
で
は
や
や
緊
張
ぎ
み
の
新
成
人

た
ち
で
し
た
が
、
こ
の
後
行
わ
れ
た

海
上
保
安
庁
の
巡
視
船
に
よ
る
「
知

夫
里
一
周
」
体
験
航
海
に
出
発
し
た

こ
ろ
に
は
、
い
つ
も
ど
お
り
元
気
よ

く
仲
の
良
い
同
級
生
に
タ
イ
ム
ス

リ
ッ
プ
し
て
い
ま
し
た
。
デ
ッ
キ
で

潮
風
を
う
け
て
の
ク
ル
ー
ジ
ン
グ
や

船
長
さ
ん
た
ち
の
ア
ド
バ
イ
ス
に
よ

り
本
物
の
ハ
ン
ド
ル
を
に
ぎ
っ
て
の

操
船
体
験
な
ど
、
今
ま
で
経
験
し
た

こ
と
の
な
い
楽
し
い
ひ
と
と
き
を
過

ご
し
ま
し
た
。

　

そ
し
て
定
番
の
交
流
会
で
は
新
成

人
た
ち
に
は
内
緒
で
、
中
学
卒
業
時

の
担
任
の
先
生
も
案
内
し
て
参
加
し

て
も
ら
い
、
盛
り
上
が
り
は
ピ
ー
ク

に
達
し
ま
し
た
。

　

新
成
人
の
皆
さ
ん
、
同
級
生
は
一

生
の
宝
物
で
す
。
こ
れ
か
ら
そ
れ
ぞ

れ
の
人
生
を
歩
む
と
思
い
ま
す
が
、

い
つ
ま
で
も
仲
良
く
ま
た
元
気
に

「
ふ
る
さ
と
知
夫
村
」
に
帰
っ
て
き

て
下
さ
い
。

関西知夫会の集い関西知夫会の集い
10月28日開催（於：ホテルコムズ大阪）

第38回

�



地方交付税
66.1%

788,833,000円

平成20年度 決算報告決算報告

一般会計
歳入総額

1,192,827,184円

一般会計
歳出総額

1,135,350,593円

議会費 2.2%
24,907,020円

総務費 20.1%
227,854,373円

民生費 12.7%
143,836,488円

衛生費 3.5%
39,412,490円
労働費 0.0%
5,440円
農林水産業費 5.1%
58,512,645円

商工費 2.0%
22,807,729円土木費 5.6%

64,017,226円
消防費 2.6%
29,685,241円

村税 4.0%
48,207,072円 村債 3.9%

46,273,000円
諸収入 2.1%
25,331,404円 繰越金 5.0%

58,955,525円

地方贈与税 1.0%
12,300,000円

利子割交付金 0.0%  238,000円
  配当割交付金 0.0%  51,000円
  株式譲渡所得割交付金 0.0%  21,000円

地方消費税交付金 0.5%
5,781,000円
自動車取得税交付金 0.3%
3,319,000円
地方特例交付金 0.0%
493,000円

分担金負担金 1.3%
14,826,478円

使用料及び手数料 1.5%
18,110,973円

国庫支出金 8.2%
98,016,412円

県支金 5.9%
70,517,922円

財産収入 0.1%
561,928円

寄附金 0.1%
990,470円

繰入金 0.0%
0円

教育費 4.1%
46,938,991円

災害復旧費 0.0%
0円

諸支出金 23.0%
260,927,397円

予備費 0.0%
0円

公債費 19.1%
216,445,553円

（単位：％）

（単位：％）

143,391,660
101,533,427
19,945,795
16,938,288

歳入総額 歳出総額
137,368,914
101,533,427
19,945,795
16,938,288

区　　分
国民健康保険事業
診 療 所 事 業
歯 科 診 療 所 事 業
後期高齢者医療事業

―
15.00
20.00

実質赤字比率 連結実質赤字比率
―

20.00
40.00

実質公債費比率
19.70
25.00
35.00

将来負担比率
114.10 
350.00

知夫村の指数
早期健全化基準
財政再生基準

資金不足比率
―
―

経営健全化基準
20.0
20.0

会計の名称
簡易水道事業特別会計
下 水 道 事 業 特 別 会 計

特別会計の決算状況

24,854,208
67,316,712
55,473,613
429,453,703

歳入総額 歳出総額
22,856,817
67,316,712
55,473,613
421,433,566

区　　分
老 人 保 険 事 業
簡 易 水 道 事 業
下 水 道 事 業

合　計

（単位：円）

●人件費の状況（普通会計決算）
区　分
20年度

住民基本台帳人口（年度末）（A）
H21.3.31　　663人

歳　出　額　（B）
1,135,351千円

人　件　費　（C）
257,503千円

人 件 費 率（％）
22.7%

●職員給与費の状況（普通会計決算）

区　分

20年度

職員数A

26人

一人当たりの給与費
B／ A
5,907千円

給　料
98,890千円

職員手当
10,557千円

期末・勤勉手当
44,126千円

計　B
153,573千円

給　　与　　費

●職員の平均給料月額、平均給与月額及び平均年齢の状況（平成21年4月1日現在）

区　分

知夫村
国

一 般 行 政 職
平均給料月額
307,435円
325,521円

平均年齢
44.6歳
41.5歳

●特別職の報酬等の状況
区　分 給 料 月 額 等

議　長
副議長
議　員

●職員の初任給の状況 知夫村の（　）内は特例条例による減額後の額です （平成21年4月1日）

（平成21年4月1日）

区　　　分

大学卒
高校卒

一般行政職

知　夫　村
決定初任給

172,200円（156,700円）
140,100円（127,400円）

国
決定初任給
172,200円
140,100円

●一般行政職の級別職員数の状況
区　分
標準的な
職務内容
職 員 数
構 成 比

1　級
主 事 補

1人
5％

2　級
主　　事

3人
16.7%

3　級
主任主事
主　　事
4人
22.2%

4　級
係　　長

2人
11.1%

5　級
課　　長
課長補佐
2人
11.1%

6　級
課　　長
課長補佐
7人
38.9%

計

18人
100％

（平成21年4月1日現在）

（平成21年4月1日現在）

●職員手当の状況
区　分

期末手当
勤勉手当

知　夫　村
21 年 度 支 給 割 合

（注）1．知夫村の給与条例に基づく給料表の給区分による職員数である。2．標準的な職務内容とは、それぞれに該当する代表的名職務である。

  〈期末手当〉 〈勤勉手当〉
  6 月期 1.40月分 0.75月分
 12月期 1.60月分 0.75月分
 計   3.0月分   1.5月分
職制上の段階の等級による加算措置

区　分

扶養手当

住居手当
通勤手当

内　　　　　　容 国の制度との異同

国と同じ

国と同じ

1）配偶者　　　　　　13,000円
2）配偶者以外の家族  　6,500円 

 3）配偶者がいない場合の1人目　　　11000円
4）16歳から22歳までの子1人につき　  5000円加算

1）借家等居住者家賃額に応じて支給 （最高27,000円)
通勤距離が2キロ以上の職員について支給2,000円

給
料

報
酬

区　分 給 料 月 額 等

20年度
支給割合

20年度
支給割合

議　長
副議長
議　員

期
末
手
当

（平成21年4月1日現在）

国の制度との異同

国と同じ

平成21年度においては職員給与9～12％カット実施しています。 村
職
員
の
給
与
等
を
公
表
し
ま
す

知
夫
村
職
員
の
給
与
等
の
実
態
に
つ
い
て
、
次
の
と
お
り
公
表
し
ま
す
。

村
の
職
員
の
給
与
は
、「
地
方
公
務
員
法
」
に
よ
り
、
生
計
費
や
国
・
他
の
地
方
公
共
団

体
の
給
与
、
民
間
企
業
の
従
事
者
の
給
与
、
そ
の
他
の
事
情
を
考
慮
し
て
定
め
る
も
の
と
さ

れ
て
い
ま
す
。
そ
し
て
国
家
公
務
員
給
与
の
人
事
院
勧
告
な
ど
を
考
慮
し
て
、
議
会
の
議
決

を
経
て
定
め
ら
れ
た
「
職
員
の
給
与
に
関
す
る
条
例
」
な
ど
に
よ
っ
て
支
給
さ
れ
て
い
ま
す
。

●健全化判断比率
健全化判断比率は①実質赤字比率、②連結実質赤字比率、実質公債費比率、
④将来負担比率の4つの指標で構成されており、この中の一つでも「早期健
全化基準」を超えれば早期健全化団体となり、財政健全化計画の作成が必
要となります。知夫村では平成20年度においては下表のとおり4つの比率と
も早期健全化基準を下回りました。

●資金不足比率
資金不足比率は公営企業会計にかかる資金不足額の事
業規模に対する割合で、特別会計毎に算出します。この
比率は公営企業会計の健全性を判断する指標で、経営健
全化基準を超えれば、経営健全化計画の作成が必要とな
ります。知夫村においては下表のとおり簡易水道、下水
道会計ともに資金不足はなかったため資金不足比率は生
じず「―」で表示しています。

平成20年度  健全化判断比率・資金不足比率

平成17年 7月より10％カット　469,000円
平成20年 1月より 5％カット　420,000円
平成17年 7月より10％カット　396,000円
平成18年11月より10％カット　158,000円
平成18年11月より10％カット　131,000円
平成18年11月より10％カット　110,000円

村　長
副村長
教育長

村　長
副村長
教育長

 6月期 1.625月分
 12 月期 1.725月分
 計   3.35月分
 6 月期 1.625月分
 12月期 1.725月分
 計   3.35月分
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議会活動の活性化を目指して

活
動
報
告
知
夫
村
議
会
は
、
島
根
県
町
村
議
会
の
十
三
町
村
で
、

た
だ
一
つ
の
村
議
会
で
あ
り
、
地
方
分
権
化
時
代
に
ふ

さ
わ
し
い
議
会
の
あ
り
方
と
し
て
、
議
会
自
ら
の
住
民
と
の
協
働
活
動
を
と

お
し
て
の
各
種
施
策
の
企
画
、
立
案
に
参
加
し
て
、
真
の
住
民
の
負
託
に
答

え
る
議
会
の
あ
り
方
を
目
指
し
て
い
る
中
、
平
成
二
十
一
年
三
月
か
ら
九
月

ま
で
取
り
組
ん
だ
議
会
活
動
を
報
告
し
ま
す
。

知
夫
村
を
九
月
三
十
日
午
前
中

に
出
発
し
て
、
午
後
か
ら
は
松
江
市

の
松
江
ソ
フ
ト
ビ
ジ
ネ
ス
島
根
に
お

い
て
、
隠
岐
島
内
の
町
村
議
会
議
員

と
議
会
事
務
局
職
員
の
研
修
が
開
催

さ
れ
関
係
者
四
十
七
名
が
参
加
し
ま

し
た
。
ソ
フ
ト
ビ
ジ
ネ
ス
島
根
を
管

理
し
て
い
る
財
団
、
し
ま
ね
産
業
振

興
財
団
は
県
内
企
業
の
競
争
力
強

化
を
通
じ
て
県
勢
の
拡
大
を
目
指
す

総
合
的
な
産
業
支
援
機
関
で
、
経

営
に
意
欲
的
な
企
業
、
成
長
可
能
性

の
高
い
企
業
や
創
業
者
を
経
営
・
技

術
・
販
路
の
面
か
ら
サ
ポ
ー
ト
し
て

い
て
隠
岐
の
島
内
の
企
業
も
お
世
話

に
な
っ
て
い
る
と
の
こ
と
で
し
た
。

十
月
一
日
に
は
、
島
根
県
町
村
議

会
議
員
研
修
が
開
催
さ
れ
、
県
内

十
三
町
村
か
ら
約
二
〇
〇
名
の
議
員

が
参
加
し
ま
し
た
。
研
修
内
容
は
、

午
前
中
の
部
で
は
、
講
師
で
あ
る
中

央
大
学
教
授
の
佐
々
木
信
夫
氏
か
ら

は
「
政
権
交
代
と
地
方
分
権
、
町
村

議
会
の
今
後
」
と
題
し
、
地
方
議
会

を
ど
の
よ
う
に
変
え
て
行
く
の
か
、

町
村
役
場
を
ど
う
変
え
て
い
く
の
か

と
い
っ
た
興
味
深
い
講
演
が
あ
り
ま

し
た
。
午
後
か
ら
は
、
講
師
は
、
共

同
通
信
社
の
論
説
委
員
長
で
あ
る
西

川
孝
純
氏
で
、「
鳩
山
新
政
権
で
変

わ
る
日
本
の
政
治
」
と
題
し
て
、
中

央
政
界
の
永
田
町
の
平
素
、
私
た
ち

が
知
ら
な
い
国
会
議
員
の
裏
話
を
交

え
な
が
ら
、
今
後
の
政
治
の
行
方
に

つ
い
て
大
変
に
興
味
深
い
講
演
で
あ

り
ま
し
た
。

一
般
質
問
ニ
名
の
議
員
が
登
壇
し
、
村
長
に
所
信
を
問
い
ま
し
た
。（
三

月
～
九
月
分
、
重
複
質
疑
に
つ
い
て
は
省
略
）

◎
高
田
議
員

【
質　

問
】

一
、
矢
田
村
長
の
村
政
目
標
の
達
成
に

つ
い
て

二
、
村
内
の
雇
用
対
策
に
つ
い
て

三
、
赤
壁
観
光
道
路
の
延
長
整
備
に

つ
い
て

四
、
畜
産
収
入
目
標
一
億
五
千
万
円
達

成
方
策
に
つ
い
て

五
、
知
夫
村
に
お
け
る
観
光
事
業
の

隠
岐
島
町
村
議
会
議
員
研
修
・
島
根
県
町
村

議
会
議
員
研
修
に
参
加
し
て
（
松
江
市
に
て
）

知夫村議会は、活力
ある村づくりを目指して
毎月、全員協議会と各
常任委員会を開催して、
村の活性化策について、
協議、検討を行ってい
ます。村内8名の議員が
おりますので忌憚のな
いご意見をお聞かせく
ださい。村づくりに活か
したいと思います。

徳
田
議
長

井
尻
副
議
長

皆様の声をお聞かせください

位
置
づ
け
と
振
興
策
に
つ
い
て

六
、
地
産
地
消
の
位
置
づ
け
に
つ
い
て

七
、
定
住
促
進
の
目
標
実
現
に
つ
い
て

八
、
社
会
教
育
、
公
民
館
活
動
の
推
進

に
つ
い
て

【
答　

弁
】

一
、
畜
産
業
、
水
産
業
の
出
荷
額
を
平

成
二
十
三
年
度
に
は
三
億
に
し
、人

口
に
つ
い
て
は
、
七
百
人
を
キ
ー
プ

す
る
。こ
の
数
値
目
標
を
達
成
す
る

に
は
、
議
会
、
住
民
、
職
員
が
熱
い

思
い
を
持
っ
て
詳
細
計
画
を
作
り
、

そ
れ
に
基
づ
き
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
方

式
で
作
業
展
開
を
図
り
ま
す
。（
三

月
定
例
）

二
、
緊
急
対
策
だ
か
ら
と
言
っ
て
無
理

に
短
期
的
な
仕
事
を
作
っ
て
お
金

を
使
う
の
で
は
な
く
、
①
特
産
品

開
発
、
②
定
住
促
進
、
③
将
来
島

を
担
う
若
手
人
材
養
成
、
な
ど
の

投
資
的
な
人
材
確
保
の
為
に
、
大

切
な
お
金
を
使
っ
て
行
き
た
い
と

考
え
て
い
ま
す
。

三
、
自
然
公
園
の
特
別
地
区
に
指
定

さ
れ
て
い
る
赤
壁
周
辺
の
道
路
整

備
に
つ
い
て
は
、
自
然
公
園
法
や
補

助
制
度
が
あ
る
の
か
、
用
地
問
題

等
も
あ
る
の
で
、
整
備
の
有
無
に
つ

い
て
今
後
検
討
し
た
い
と
考
え
て

い
ま
す
。

四
、一
番
肝
心
な
こ
と
は
村
の
畜
産
業

の
人
々
は
ど
う
考
え
て
い
る
の
か
、

親
牛
を
増
や
す
と
同
時
に
出
荷
を

も
上
げ
る
と
い
う
同
じ
思
い
を
も

と
に
一
致
協
力
し
て
取
り
組
ま
ね

ば
達
成
が
出
来
ま
せ
ん
。ま
ず
増
頭

の
為
に
、
村
有
牛
の
貸
付
制
度
を

条
例
化
し
ま
し
た
、
定
住
者
の
担

い
手
確
保
の
為
に
現
在
制
度
設
計

を
し
て
い
る
と
こ
ろ
で
す
。（
六
月

定
例
）

五
、
平
成
十
五
年
か
ら
平
成
二
十
年

度
の
隠
岐
島
全
体
の
観
光
宿
泊
客

数
の
減
が
四
十
四
％
で
あ
り
、
本

村
で
は
、
宿
泊
者
数
の
減
も
な
く

三
千
人
前
後
を
推
移
し
て
い
ま
す
。

こ
の
よ
う
な
中
で
宿
泊
を
主
と
し

た
交
流
目
的
の
観
光
行
政
を
盛
り

上
げ
て
定
着
さ
せ
て
行
く
か
を
考

え
て
行
き
た
い
。

六
、
青
空
市
場
等
で
魚
介
類
の
割
安

販
売
の
シ
ス
テ
ム
で
す
が
、
漁
民
の

組
合
組
織
、
J
F
し
ま
ね
知
夫
出

張
所
の
政
策
に
基
づ
い
て
実
施
さ

れ
て
い
る
と
こ
ろ
で
、
行
政
が
指
示

し
た
り
、
交
渉
し
た
り
す
る
事
で

は
あ
り
ま
せ
ん
。

七
、
今
は
目
標
達
成
の
見
通
し
を
示

す
段
階
で
は
な
く
、
雇
用
支
援
、
着

業
支
援
、
住
宅
支
援
、生
活
支
援
な

ど
、
制
度
設
計
を
し
た
上
で
、
下
期

に
は
条
例
化
予
算
化
を
し
た
上
で

早
く
活
動
を
実
施
し
た
い
と
思
っ

て
い
ま
す
。（
九
月
定
例
）

八
、
村
の
自
立
存
続
の
為
に
、
高
齢
化

が
進
ん
で
も
人
間
の
尊
厳
を
保
ち

な
が
ら
生
き
る
こ
と
が
ど
ん
な
に

素
晴
ら
し
い
事
か
知
る
上
で
も
社

会
教
育
は
欠
か
せ
な
い
と
思
っ
て

い
ま
す
。社
会
教
育
の
先
進
地
の
他

町
村
の
い
い
と
こ
ろ
は
真
似
る
、身

の
丈
に
あ
っ
た
社
会
教
育
に
拘
る

と
い
う
こ
の
二
点
を
考
え
て
い
ま

す
。

◎
井
尻
議
員

【
質　

問
】

一
、
イ
ワ
ガ
キ
筏
の
増
設
に
つ
い
て

二
、
貯
水
槽
の
新
設
に
つ
い
て

（
答
弁
）

一
、
イ
ワ
ガ
キ
は
ま
だ
ま
だ
伸
ば
せ
る

と
思
っ
て
い
ま
す
し
、
U
・
I
タ
ー

ン
者
が
就
業
す
る
最
適
な
業
種
と

思
っ
て
い
ま
す
。イ
ワ
ガ
キ
生
産
者

の
中
で
も
色
々
な
問
題
を
か
か
え

て
お
り
、
関
係
者
が
一
本
に
ま
と

ま
り
、
各
団
体
が
ど
う
分
担
し
て

働
い
て
い
く
の
か
な
ど
、
共
通
の

理
解
目
標
を
持
つ
必
要
が
あ
り
ま

す
。

二
、
村
で
日
常
生
活
を
送
る
上
で
、
水

道
、
電
気
、
ガ
ス
等
の
整
備
に
つ
き

ま
し
て
は
必
須
の
整
備
で
す
。中

期
財
政
計
画
の
公
債
比
率
等
の
推

移
を
見
な
が
ら
水
道
事
業
関
係
で

整
備
す
る
の
か
を
検
討
し
、
安
全
、

安
心
な
飲
料
水
の
確
保
に
努
め
た

い
と
思
っ
て
い
ま
す
。

主
な
安
件
決
議

○
教
育
委
員
会
委
員
に
隠
木
哲
朗
氏
・

山
本
修
司
氏
を
選
任
同
意
し
た
。

○
固
定
資
産
評
価
審
査
委
員
会
委
員

に
小
西
吉
春
氏
を
選
任
同
意
し
た
。

○
村
有
牛
貸
付
条
例
制
定

※
島
前
地
区
内
で
の
生
産
さ
れ
た
優

良
な
肉
用
牛
の
確
保
と
生
産
者
の

生
産
意
欲
の
向
上
を
図
り
、
本
村

の
肉
用
牛
の
改
良
及
び
増
殖
並
び

に
後
継
者
育
成
に
資
す
る
目
的
で

制
定
さ
れ
た
。

○
知
夫
村
定
住
促
進
条
例

※
人
口
減
少
と
過
疎
化
に
歯
止
め
を

か
け
、
本
村
の
活
性
化
を
目
指
し
、

U
タ
ー
ン
者
I
タ
ー
ン
者
の
定
住

促
進
を
図
る
目
的
で
制
定
さ
れ
た
。

○
肝
炎
対
策
の
た
め
の
基
本
法
の
制

定
を
求
め
る
意
見
書
の
提
出
を
求

め
る
陳
情

※
全
て
の
ウ
イ
ル
ス
肝
炎
患
者
救
済

の
た
め
に
肝
炎
対
策
の
た
め
の
基

本
法
を
早
期
に
成
立
さ
せ
る
こ
と

の
陳
情
を
採
択
し
て
、
内
閣
総
理

大
臣
他
四
名
に
意
見
書
を
提
出
し

た
。

佐々木信夫氏の講演
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ふ
れ
あ
い
給
食
が
ス
タ
ー
ト
し
ま
し
た

今
年
の
七
月
か
ら
地
域
の
皆
さ
ん
と
子
ど
も
た
ち
が
一
緒
に
給

食
を
食
べ
る
〝
ふ
れ
あ
い
給
食
〟
が
ス
タ
ー
ト
し
ま
し
た
。
地
域

の
方
十
名
ほ
ど
と
小
中
学
校
の
児
童
生
徒
た
ち
が
テ
ー
ブ
ル
を
囲

ん
で
食
事
を
し
ま
し
た
。
地
域
の
方
た
ち
の
顔
と
名
前
も
覚
え
て

も
ら
お
う
と
い
う
試
み
も
含
ま
れ
て
い
ま
す
。
手
際
よ
く
給
食
の

準
備
を
す
る
子
ど
も
た
ち
の
き
び
き
び
し
た
様
子
に
、
家
で
見
る

感
じ
と
全
然
（
？
）
ち
が
う
と
皆

さ
ん
驚
い
て
い
ま
し
た
。
ふ
れ
あ

い
給
食
は
ど
な
た
で
も
参
加
で
き

ま
す
。
子
ど
も
た
ち
と
美
味
し
い

給
食
を
食
べ
な
が
ら
語
ら
い
ま
せ

ん
か
！

地
元
の
食
材
を
ふ
ん
だ
ん
に

使
っ
た
献
立
に
、
う
ま
い
！
と
舌

鼓
を
う
ち
、「
こ
れ
な
ら
毎
日
養
っ

て
ほ
し
い
な
あ
～
」
と
い
う
方
も

い
ら
っ
し
ゃ
い
ま
し
た
。（
笑
）

知
夫
村
の
学
校
図
書
が
リ
ニ
ュ
ー
ア
ル

し
ま
し
た

村
内
の
図
書
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
さ

ん
が
本
の
整
理
、
整
頓
を
し
て
下

さ
り
、
新
書
も
沢
山
購
入
す
る
こ

と
が
出
来
図
書
館
さ
な
が
ら
の
立

派
な
図
書
室
が
出
来
上
が
り
ま
し

た
。
貸
し
出
し
に
関
し
ま
し
て
は

た
だ
い
ま
準
備
中
で
す

村
民
の
皆
様
に
は
ま
た
ご
案
内

い
た
し
ま
す
の
で
ご
利
用
下
さ
い
。

建
設
課
の
業
務
内
容
を

お
知
ら
せ
し
ま
す

村
道
、
村
管
理
河
川
、
橋
、
港
湾
の
維
持

管
理
、
ま
た
集
落
外
の
道
路
の
街
灯
、
薄

毛
、
古
海
の
港
の
街
灯
や
防
波
堤
の
標
識
灯

の
管
理
。

仁
夫
、
来
居
、
薄
毛
の
村
営
住
宅
の
入
退

去
手
続
き
、
家
賃
徴
収
や
維
持
管
理
業
務
。

ま
た
水
道
、高
速
艇
「
ち
ぶ
」
の
維
持
管
理
。

し
尿
処
理
、
ゴ
ミ
収
集
、
下
水
道
施
設
の

管
理
は
個
人
、
専
門
業
者
の
委
託
と
し
、
職

員
は
ゴ
ミ
袋
を
各
商
店
に
納
入
し
た
り
、
下

水
道
料
金
を
徴
収
し
て
い
ま
す
。
以
上
さ
ま

ざ
ま
な
業
務
を
三
名
で
行
な
っ
て
い
ま
す
。

隠
岐
地
区
教
育
懇
話
会

九
年
ぶ
り
に
知
夫
村
で
開
催

教
育
懇
話
会
は
、
年
に
一
度
県
内
三
か
所
で
開
催

さ
れ
て
お
り
、
今
年
度
の
隠
岐
地
区
で
の
会
議
は
、
八

月
二
十
日
に
知
夫
村
役
場
二
階
会
議
室
に
て
開
催
さ

れ
ま
し
た
。教
育
行
政
の
当
面
す
る
諸
課
題
に
つ
い

て
、
県
教
委
と
当
該
地
区
の
教
育
関
係
者
が
話
し
合

い
、
相
互
理
解
と
協
力
関
係
を
深
め
、
地
域
の
教
育
行

政
を
充
実
さ
せ
、
本
県
の
教
育
行
政
を
一
層
推
進
す

る
話
し
合
い
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

昨
年
度
か
ら
二
部
構
成
と
な
り
、
一
部
で
は
隠
岐

管
内
の
教
育
委
員
の
研
修
を
行
い
、
二
部
で
は
講
演

を
も
と
に
、
校
長
会
を
は
じ
め
隠
岐
島
内
各
教
育
団

体
の
代
表
に
集
ま
っ
て
い
た
だ
い
て
意
見
交
換
を
行

い
ま
し
た
。今
回
一
部
の
研
修
会
で
は
、
島
根
県
教

育
長
の
講
話
や
県
教
育
委
員
会
の
主
要
施
策
、
ま
た

学
習
指
導
要
領
の
改

訂
等
に
つ
い
て
研
修

し
、
二
部
で
は
、
開

星
中
学
・
高
校
の
講

師
ダ
ス
テ
ィ
ン
・
キ
ッ

ド
さ
ん
の
「
教
育
と

E
D
U
C
A
T
I
O
N
」

と
題
し
た
講
演
を
聞

き
そ
の
後
、そ
の
講
演

内
容
を
も
と
に
参
加

者
約
四
十
名
で
意
見

交
換
を
行
い
閉
会
し

ま
し
た
。

建 設 課 だより

燃
料
節
約
、
エ
コ
、
守
っ
て

下
さ
い
。
お
願
い
し
ま
す

○
粗
大
ご
み
、
大
型
粗
大
ゴ
ミ
は
分
類
別

シ
ー
ル
を
貼
る

○
生
ゴ
ミ
は
し
っ

か
り
水
切
り

○
カ
ン
、
ビ
ン
、

ペ
ッ
ト
ボ
ト
ル

は
専
用
の
袋
に

入
れ
る

教育委員会 だより

昔のきれいな
知夫里に
もどれたら
いいですね
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ただ今改修中！改修中！

ただ今勉強中！勉強中！

当ホテルも築15年になり、あちこち傷みが目立ち始めたため
現在改修工事を行っています。

その1  宴会場が青畳に♪大広間・座敷のタタミを新調しました。この冬の忘年会・新年会が楽しみですね。

ホテル知夫の里では、隠岐ノ國商工会のご協力により、
専門家を招いて、勉強会を行っています。

その1  調理室では……島根県調理師会より副会長中本先生のご指導で法要膳向きの新メニューの実習を行いました。　
味付けについても、ひと工夫が加えられました。

その2  フロントでは……インターネット予約管理等の事務処理の効率化を
図るためITアドバイザーの助言のもと、
システムの見直し作業を進行中です。

その2  外壁塗装中！ホテル東側和室棟外壁の修理・塗装工事が始まりました。
15年間潮風にさらされて、腐食・変色してしまった外壁が、この冬よみがえります。

その他、水道設備
等、

老朽化した部分の

修繕を進めていま
す。

ホテル知夫の里は村民の皆様の財産です。

ご利用をお待ちしております。

ホテルに対するご意見・ご要望が
ございましたら、何なりとご連絡ください。

TEL 08514−8−2500

Uターン歓迎！
ホテルで働いてみませんか？
　現在ホテルは人出不足です。故郷に帰っ
てホテルで働いてみようと思う方募集して
います。

　　　①厨房（調理師免許のある方優先）
職種　②経理・事務

③清掃（詳細は支配人崎または担
当加藤まで）

ホテル知夫の里
通信

こんにちは、10月から歯科診療所に来ました
河島です。知夫村に来て 2ヶ月ほど経ちました
が、まだまだ分からない事がいっぱいで戸惑って
います。先日、来居港で初めて釣りをしたのです
が、サビキの付け方が分からず、近くで釣りをし
ている方に助けていただき、初心者なのに1時間
ほどで30cm近いアジを5匹釣りました。今まで
釣りには全く興味がありませんでしたが、少しは
まりそうな予感があります。10月の体育祭で見
られた方もおりますが、トレードマークは、とん
がった髪型です。診療所に診察に来た際には、歯
科診療所にも見に来てください。ご迷惑をおかけ
すると思いますが、よろしくお願いいたします。

河
かわ

  島
しま

  規
のり

  雄
お

  先生

歯科診療所より

新しい先生が
来ました。

新しい先生の紹介

「暗闇から人が出てきて、まっで、おびえたどー」　
おまけに狸の夫婦（？）は飛び出るし」
話によると夜間のウオーキング、ランナーの人達のこと
でした。
夜道は反射タスキなどでよく見えるようにしましょう。

（あなたの助きが、身をまもる。）
（タスキ）

暗くなりかけたら早めにライトをつけましょう。
（見せることは見られること。お互いが意識することで
身を守ることに繋がります。）

めざせ交通事故ゼロの知夫村めざせ交通事故ゼロの知夫村

駐在所から
村民の
皆さんへ

ドッキリ、ひんやり
村の運転手話

夜は早めのライト

ドッキリ、ひんやり
村の運転手話

夜は早めのライト
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Ｕターン者及びＩター
ン者の定住促進を図
ることで、本村の人口
減少と過疎化に歯止

めをかけ、村の活性化を目指すための
支援制度です。

平成21年 4月 1日から平成23年 3月31日ま
での間に定住のため転入される新規定住者
を対象に、「住宅取得又は持ち家改修等資金
支援事業」「住宅新築のための土地取得費用

支援事業」のいずれか一方の事業について助成金を支給す
るものです。（ 5年以上知夫村に定住することが条件です。）

素 潜りで採ったアワビ、サザエ。牧歌的風情あふれ
る360度の大パノラマ「赤はげ山」。夜通し踊っ

た盆踊り。ふるさとのたくさんの想い出の地で暮らし
てみませんか。村では定住のための支援制度を行って
います。この機会に、ご活用してふるさとでの暮らしを
楽しんでみてはいかがでしょうか。内容については次
のとおりです。

〜NHK連続テレビ小説「だんだん」ロケ地〜

ふるさとで暮らしませんか

お問い合わせ メール　shou-kan@chibu.jp
TEL  08514-8-2211　FAX  08514-8-2093

知夫村定住促進支援制度

なんの
ため

どんな
こと

住宅取得又は持ち家改修等資金支援事業
【住宅取得改修等助成金の支給】　�住宅の新築・持ち家改修・生活備品等の設備に要した経費に対して、150

万円を限度として、助成金を支給します。
【引 越 費 用 助 成 金 の 支 給】　�定住する際の引越費用として、1 〜 2 人世帯には20万円、 3 人以上世帯に

は25万円を支給します。

住宅新築のための土地取得費用支援事業
【土地取得助成金の支給】　�知夫村で新たに土地を確保（購入）し、その土地に住宅を新築した場合、その土

地取得費用に対して、150万円を限度として、助成金を支給します。
【引越費用助成金の支給】　�定住する際の引越費用として 1 〜 2 人世帯には20万円、 3 人以上世帯には25万円

を支給します。

知夫里島で暮らそう

メール会員
募集中！

四季折々のふるさとの特産品をはじめと
して知夫里島の情報をあなたにお届けし
ます。手続きは簡単、下記にメールをして
いただければ情報を発信します。

※�右は｢おおがしらパック｣商品です。新鮮な日
本海深層水で育くまれた活きのよいアワビ、
サザエ詰め合わせセットです。（12,900円）

●村のホームページもご覧下さい

HP  http://www.chibu-vill.com

知夫村役場 地域振興課 事業創出係

�



平
成
二
十
年
五
月
に
、
知
夫
村
の
地

域
福
祉
の
向
上
や
次
世
代
に
引
き
継
ぐ

べ
き
地
域
資
源
の
保
全
、
活
用
等
を
図

る
た
め
に
、
ふ
る
さ
と
「
知
夫
里
」
へ

の
想
い
を
持
つ
人
や
応
援
す
る
人
々
か

ら
の
寄
附
金
を
募
集
し
た
と
こ
ろ
、
全

国
か
ら
た
く
さ
ん
の
皆
さ
ん
に
ご
理
解
、

ご
協
力
を
い
た
だ
き
、
誠
に
あ
り
が
と

う
ご
ざ
い
ま
し
た
。お
陰
様
で
平
成
二
十

年
度
に
お
い
て
下
段
の
十
三
名
の
方
か

ら
五
十
九
万
円
の
ご
寄
付
を
い
た
だ
き

ま
し
た
。ま
た
、
申
し
込
み
に
際
し
て
は

「
ふ
る
さ
と
知
夫
村
」
へ
の
あ
た
た
か
い

励
ま
し
の
メ
ッ
セ
ー
ジ
等
も
い
た
だ
き
、

ご
寄
付
を
い
た
だ
き
ま
し
た
皆
様
に
は

心
か
ら
感
謝
を
申
し
上
げ
ま
す
。

匿
名
希
望
の
方
を
除
き
広
報
ち
ぶ
の

紙
面
を
か
り
て
氏
名
等
の
公
開
に
ご
理

解
を
い
た
だ
い
た
皆
様
方
を
お
知
ら
せ

し
ま
す
。

◇
寄
附
者
ご
芳
名
（
順
不
同
）

小
川　

公
明　

様
（
兵
庫
県
）

竹
川　

敏
徳　

様
（
大
阪
府
）

松
野　

保
利　

様
（
長
崎
県
）

井
藤　
　

一　

様
（
京
都
府
）

菊
池　

純
一　

様
（
大
阪
府
）

宿　
　

信
義　

様
（
兵
庫
県
）

吉
本　

満
廣　

様
（
福
岡
県
）

そ
の
他
匿
名
希
望　

六
名

寄
附
金
に
寄
せ
た
皆
様
方
の
メ
ッ

セ
ー
ジ
を
紹
介
し
ま
す
。

◯
少
し
で
す
が
、
知
夫
村
の
た
め
に
役

立
て
て
下
さ
い
。

◯
い
つ
も
広
報
を
お
送
り
い
た
だ
き
あ

り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。

◯
知
夫
村
は
永
遠
の
ふ
る
さ
と
で
あ
り
、

心
の
よ
り
ど
こ
ろ
で
す
。い
つ
ま
で
も

豊
か
な
自
然
と
温
か
い
人
情
が
あ
ふ

れ
る
知
夫
里
島
で
あ
っ
て
も
ら
い
た

い
と
思
い
ま
す
。毎
年
、
夏
に
帰
省
す

る
こ
と
を
楽
し
み
に
し
て
い
ま
す
。

◯
少
額
で
恐
縮
で
す
が
、
何
か
に
お
役

立
て
く
だ
さ
い
。

◯
平
素
は
ご
高
配
を
い
た
だ
き
感
謝
し

て
お
り
ま
す
。仕
事
を
や
め
年
金
生
活

を
や
っ
て
お
り
ま
す
の
で
、
僅
か
な

金
額
で
申
し
訳
あ
り
ま
せ
ん
が
、
お

許
し
下
さ
い
。田
舎
の
こ
と
で
色
々
迷

惑
を
お
か
け
し
て
お
り
ま
す
。よ
ろ
し

く
お
願
い
し
ま
す
。

◯
寄
附
金
に
つ
い
て
は
村
の
判
断
で
ご

自
由
に
お
使
い
下
さ
い
。知
夫
村
を
取

り
巻
く
情
勢
は
大
変
厳
し
い
も
の
が

あ
る
と
思
い
ま
す
が
、
職
員
皆
様
方

の
更
な
る
ご
努
力
に
よ
り
、
知
夫
村

が
発
展
さ
れ
ま
す
こ
と
を
心
か
ら
祈

念
申
し
上
げ
ま
す
。

※
ふ
る
さ
と
知
夫
寄
附
金
（
ふ
る
さ
と

納
税
）
の
制
度
は
平
成
二
十
一
年
度

以
降
も
続
き
ま
す
。皆
様
方
に
は
ご
無

理
の
な
い
範
囲
で
今
後
も
ご
協
力
を

戴
き
ま
す
よ
う
よ
ろ
し
く
お
願
い
い

た
し
ま
す
。

ふ
る
さ
と
知
夫
寄
附
金
（
ふ
る
さ
と
納
税
）
の
お
礼

島の暮らしは忙しい

Ｉターン紹介
年
を
と
っ
た
ら
島
で
の
ん
び

り
暮
ら
し
た
い
、
な
ん
て

こ
と
を
言
う
人
が
多
い
そ
う
で

す
。島
暮
ら
し
と
い
う
と
、
自
然

の
中
で
時
間
に
追
わ
れ
ず
の
ん

び
り
、
と
い
う
イ
メ
ー
ジ
な
の
で

し
ょ
う
。夫
が
島
に
住
み
た
い
と

言
い
出
し
た
時
、
私
も
「
島
で
の

ん
び
り
暮
ら
す
の
も
悪
く
な
い

な
」
な
ん
て
考
え
ま
し
た
。

し
か
し
期
待
に
反
し
て
島
の

生
活
は
忙
し
い
！　

魚
が
手
に

入
れ
ば
、
自
分
で
さ
ば
か
な
け
れ

ば
な
ら
な
い
し
、
量
が
多
い
と
き

に
は
干
物
な
ど
の
保
存
食
に
し

な
い
と
い
け
ま
せ
ん
。梅
を
も
ら

え
ば
梅
干
し
に
、
栗
を
も
ら
え
ば

栗
ご
は
ん
、
わ
か
め
を
採
れ
ば
湯

が
い
て
冷
凍
に
、
野
イ
チ
ゴ
採
り

は
楽
し
い
け
れ
ど
、
実
の
中
に
虫

が
潜
ん
で
い
る
か
も
し
れ
な
い

か
ら
、
洗
う
の
が
大
変
…
。

手
に
入
る
自
然
の
恵
み
が
多

い
分
、
そ
れ
を
処
理
す
る
手
間
が

か
か
っ
て
く
る
、
と
い
う
当
た
り

前
の
こ
と
が
驚
き
で
し
た
。島
に

来
る
前
は
、
そ
の
す
べ
て
を
ス
ー

パ
ー
で
お
金
を
払
っ
て
他
人
に

や
っ
て
も
ら
っ
て
い
た
ん
だ
な
、

と
再
認
識
。と
い
う
わ
け
で
島
に

来
た
当
初
は
、
何
か
が
手
に
入
る

た
び
に
慣
れ
な
い
作
業
に
大
わ

ら
わ
し
て
い
ま
し
た
。

し
か
し
島
に
来
て
七
年
が
た

ち
、
い
ろ
ん
な
食
材
に
も
慣
れ
ま

し
た
。大
量
の
魚
が
来
て
も
動
揺

せ
ず
に
さ
ば
い
て
、
そ
の
後
数
日

分
の
献
立
を
た
て
る
こ
と
も
何

と
か
で
き
る
よ
う
に
な
り
ま
し

た
。地
場
産
野
菜
を
洗
う
の
も
お

手
の
も
の
！

今
は
身
近
な
自
然
か
ら
の
恵

み
を
と
て
も
贅
沢
だ
な
、
と
感
謝

し
て
い
ま
す
。最
近
、
畑
も
再
開

し
た
し
、
自
然
豊
か
な
贅
沢
ラ
イ

フ
を
こ
れ
か
ら
も
楽
し
ん
で
い

こ
う
と
思
っ
て
い
ま
す
。

ち
な
み
に
、
ま
だ
生
き
て
い
て

バ
タ
バ
タ
し
て
い
る
魚
を
さ
ば

く
こ
と
と
、
タ
コ
の
頭
を
裏
返
す

こ
と
は
未
だ
に
苦
手
で
す
…
。怖

い
か
ら
。

南家　知子さん

隠岐が

日本ジオパークに

登録される

10月28日に隠岐の地質をはじめとした自然環境、
歴史、文化等の素晴らしさが認められ日本で27番
目の登録地となりました。
これにより、各方面からの交流人口の増加と社
会教育、学校教育を通じての人材育成につながる
ことと期待するものです。又、2年後には世界登録
に向けて準備していく予定です。つきましては、何
かと諸費用がかかるので、それを賄う為イオング
ループ（日本に2万 8千店舗）の協力を得て、隠
岐WAONカードを来年 2 月販売していく予定で
す。カード購入費の300円とカード利用額の0.1パー
セントが隠岐ジオパーク推進事務局に地域貢献と
いう形で入ってくるシステムです。
是非趣旨をご理解の上、ご購入、ご利用の協力

をお願いいたします。

知夫村担当者　地域振興課長　福山孝行

�



今年の綱引き優勝は郡、来居チーム
（念願の優勝でした）
子どもの後ろで踊るお父さんも最高！

仏送りのシャーラ舟流し
「来年もかえってこいよー」
涙をぬぐうおばあさん
故人ときっと会えたんですね

「はやせなおわっどー」と
手を引いて急ぎ足の母子連れ。
今年も盛大な花火でした。

村民の
運動会
村民の
運動会
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知夫里のいいもの
いっぱいでした

知夫のできごと
夏から秋夏から秋

ふれあい文化祭ふれあい文化祭

新鮮野菜市

ふるさとで過ご
した夏にさまざ

まな思いを残し
、別れを惜し

む人々。（来居港
）

当日はたくさん
の民具が公開さ
れました

隠岐郡畜産共進会
仁夫浜公園にて　

お弁当は
いかが
ですか



こんにちわ〜番頭番頭ですこの笑顔で店をまもってきました
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編

集

後

記

一
年
を
振
り
返
る
と
い
ろ
ん
な
出
来
事

が
思
い
出
さ
れ
村
や
人
が
動
い
て
い
る

と
痛
感
し
ま
す
。
村
を
元
気
づ
け
る
人
、

い
や
し
て
く
れ
る
自
然
、
う
ま
い
も
ん
が

い
っ
ぱ
い
の
知
夫
里
の
い
い
と
こ
ろ
を
こ

れ
か
ら
も
探
し
伝
え
た
い
も
の
で
す
。

広
報
誌
が
村
民
の
皆
さ
ん
、
出
郷
者

の
皆
さ
ん
の
橋
渡
し
に
な
れ
た
ら
嬉
し

く
思
い
ま
す
。　
　
　
　
　
　
　
（
矢
田
）

直
通
電
話
〇
八
五
一
四
─

八
─

九
〇
一
三

E
-m
ail:chisen@

chibu.jp
戸
籍
コ
ー
ナ
ー�

（
太
字
は
村
内
在
住
者
・
敬
称
略
）

平
成
21
年
5
月
1
日
〜
平
成
21
年
10
月
30
日
届
出
分

金
一
封
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。

あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

（
敬
称
略
）

広
報
郵
送
料

前
川　
　

茂
（
松
江
市
）

上
田
陽
一
郎
（
境
港
市
）

笠
石　

富
子
（
北
九
州
市
）

仲　
　
　

東
（
米
子
市
）

磯
部　

健
一
（
仁
夫
）

山
本　

春
知
（
東
京
都
）

竹
川　

道
子
（
境
港
市
）

奥
本
ツ
ネ
コ
（
北
九
州
市
）

平
木　
　

満
（
宝
塚
市
）

山
田
美
和
子
（
東
京
都
）

井
尻　

真
澄
（
米
子
市
）

田
下　

昭
久
（
尼
崎
市
）

大
前　

益
子
（
福
山
市
）

関
西
知
夫
会
（
大
阪
府
）

ふ
る
さ
と
知
夫
寄
附
金

安
藤　

利
雄
（
東
京
都
）

そ
の
他
匿
名
希
望　

一
名

あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
す

高
田　
　

明

　

保
護
者　

高
田　

英
治

大
濱　

悠
聖

　

保
護
者　

大
濱　

雪
美

濱　
　

結
人

　

保
護
者　

濱　
　

辰
成

﨑　
　

花
楓

　

保
護
者　

﨑　
　

健
一

井
出　

芳
子
（
70
）	

郡

上
田　

清
野
（
92
）	

郡

﨑　
　

八
重
（
97
）	

郡

小
松
冨
美
子
（
82
）	

来
居

大
地　

ヨ
シ
（
94
）	

大
江

道
上　
　

宏
（
80
）	

古
海

濱　
　

憲
一
（
35
）	

薄
毛

横
畑　

芳
若
（
101
）	

仁
夫

向
濱　

和
志	

来
居

小　

久
美
子	

大
阪
府

野
々
村
耕
平	

雲
南
市

山
本
美
紗
子	

大
江

黒
田　

靖
史	

神
戸
市

井
田
有
紀
子	

仁
夫

中
村　

浩
昭	

兵
庫
県

前
井
出
尚
美	

仁
夫

小
出　

英
明	

愛
知
県

渡
部　

初
美	

大
江

小
池　

隼
己	

安
来
市

大
原　

愛
子	

多
沢

ご
結
婚

お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す

お
す
こ
や
か
に

お
誕
生
お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す

や
す
ら
か
に

心
か
ら
お
く
や
み
申
し
上
げ
ま
す

一年中獲れるレンコ鯛、焼

いて食べた後に醤油をかけ

熱々の湯を注いでだしをいた

だく。（見た目は………だが）

だしは最高にうまい！おすす

め。

美味いもん
食べ方
いちおし

西谷靜枝さん　85歳
いつもとびっきりの笑顔で迎
えてくれます。
昔と変わらない笑顔は店の
看板です。

杉本カツ子さん　85歳
弾んだ声が年を感じさせま
せん。「子どもに荷物をおく
んのが楽しみださら」
「店はぼちぼちもおけちょる
かな」

﨑　弘子さん　83歳
「ひーちゃーん」と呼べばい
つも元気な声で「はいはい」
とでてきてくれます。「皆さ
んに感謝しておっじやー」と
この笑顔。

並河孝雄さん　83歳
たまーにお釣りをよーけごし
て「いにょばにゃよ－けやっ
だわい」とユニークなフォ
ローがすごい。



作ろうとした
　きっかけは？

この頃はみんなで清掃活動に取り組んでいるか
ら少しはましになったけどゴミがあっちこっちに
いっぱい落ちていて。地域の人たちとの交流も
かねてということでみんなで考えました。

校門前に目に飛び込む鮮やかな看板、見ると手製
の環境メッセージが掲げてありました。
大風で吹っ飛んでしまい残念に思っていたところ修
復してありました。ふるさとを思う気持ちのあたた
かさが伝わってきます。是非一度みてください。

几帳面に応えてくれた男の子、頼もしく意見してくれた女
の子、みなさんこれからも知夫村を元気にして下さい。あ
りがとうございました。
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村の人口 人口●666人（男：312人・女：354人）　世帯数●355世帯　65歳以上人口比率●44.14％


